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1 はじめに
全世界における死亡要因で最も大きいのは循環器の疾患であ





















得られる特徴量が少ない. そこで, 光電容積脈波 PPG(t) を時







化する. また, 時間方向に対して 2回の微分を行うことで, 血管
内に加わった外力の情報を持つ次元に変換する効果が期待され
る. 本研究では, 主に加速度脈波の波形特徴量を血圧推定に用い
る. また, Millasseauらは, 脈波の成分における時間情報も有効
な特徴量であることを報告している [2]. 他の先行研究において
は, 同期計測された心電図と光電容積脈波の発生時間差 (脈波伝









aixi + an+1 (2)
y は目的変数である最高血圧, xi は説明変数である脈波の i番
目の特徴量, ai はその特徴量に対する係数である. 実際には, 特













脈波特徴量 x1; x2;    ; xn を i番目の AdaBoost fi に入力す
ることにより, 出力として得られる連続値 x0i を血圧推定におけ
る新たな特徴量として定義する (式 (3)). これにより, 提案する
血圧推定アルゴリズムは式 (4)の様にモデル化される.

























は至っていない [3]. そこで本研究では, スマートフォンを介し
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評価実験として, 男女 10名 (女性 5名, 男性 5名)において, シ
ステムによる血圧推定を行った. 結果として, 推定精度の誤差が
 3:6+7:4 mmHgとなった. これは, ANS (American National








































[1] Y. Zheng, B.P. Yan, Y. Zhang, C.M. Yu, and C.C.Y. Poon,
\Wearable Cu-less PTT-based System for Overnight Blood
Pressure Monitoring," 35th Annual International Conference
of the IEEE Engineering in Medicine and Biology Society,
pp.6103{6106, 2013.
[2] S.C. Millasseau, R.P. Kelly, J.M. Ritter, and P.J. Chowienczyk,
\Determination of age-related increases in large artery stiness
by digital pulse contour analysis," Clinical Science, vol.103,
pp.371{377, 2002.
[3] C. He, X. Fan, and Y. Li, \Toward Ubiquitous Healthcare Ser-
vices With a Novel Ecient Cloud Platform," IEEE Trans-
actions on Biomedical Engineering, vol.60, no.1, pp.230{234,
2013.
